
  

 

                                  

第 33回 ひだ糖尿病メディカルセミナー  
 

謹 啓 

薄暑の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、本年もひだ糖尿病メディカルセミナーを開催させて頂くことになりました。今回は、一般演題 4題と特別講演を

東京都健康長寿医療センター 研修センター長 荒木 厚 先生に｢認知症とフレイルを考慮した高齢者糖尿病の治

療 -高齢者糖尿病診療ガイドライン 2023 を踏まえて-｣と題しましてご講演頂くこととなりました。ご多忙の折、大変

恐縮とは存じますが、何卒ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 謹 白 

 

記 

 

日 時  ： 令和 6年 6月 29日 （土） 13:50 ～ 17:10 

場 所  ： 高山市民文化会館 4階 大会議室 
高山市昭和町1-188-1 TEL 0577-33-8333  

参加費 ： 500円 
 

                           

プログラム 

 

１.  一般演題 （13:50～15:20）      

座長  Ｖ・ｄｒｕｇ ひだ冬頭薬局   大澤 正史 

 

 

 

(1) インスリンポンプの可能性 

高山赤十字病院 看護部1） 小児科2） 栄養課3） 内科4）     

○西本 歩美那1） 河瀬 艶子1） 川尻 美和2） 見座田 愛3） 澤浦 愛弓3） 柴田 敏朗4） 正村 友基4） 河合 優4） 伊澤 啓太4） 

 

(2) 医療受診を拒んでいたが、積極的介入によって医療につなぐことが出来た1例 

高山市 医療保健部 健康推進課   

○保木 いずみ 

 

(3) 外来糖尿病患者への薬剤師の介入 

JA岐阜厚生連 飛騨医療センター 久美愛厚生病院 薬局1） 看護部2）  

○長瀬 優里1） 榮 陽子2）  

 

(4) 診療所におけるはじめての特定行為（インスリン投与量の調整） 

高山市国民健康保険 久々野診療所 看護師1） 医師2） 

○山腰 聡子1） 田向 泰代1） 阪 哲彰2） 

 

 

 

 休憩 （15:20～15:30） 

  

  

  

 ２.  特別講演 （15:30～17:00）  

  

  

  座長 高山赤十字病院 第三内科部長 柴田 敏朗 

 『 認知症とフレイルを考慮した高齢者糖尿病の治療  

-高齢者糖尿病診療ガイドライン2023を踏まえて- 』  

 東京都健康長寿医療センター 研修センター長   荒木 厚 先生  

 

 

 

閉会の挨拶 （17:00～17:10）  高山赤十字病院 第三内科部長 柴田 敏朗 

 

 

 共催  ひだ糖尿病メディカルセミナー 

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社 

 

 

  

 ※【岐阜県CDE (糖尿病療養指導士)ネットワーク認定 講演・研修会  3単位 申請予定】  

 ※【日本糖尿病療養指導士 認定更新のための研修会（研修コード2-14：上限8単位）<第2群> 申請中】 

 

 

 

 

 

 

 

     FAX番号： （058）265‐9733  ノボ ノルディスク ファーマ（株）岐阜オフィス 担当 :新美 行 

         参加には事前申込が必須です 

         

    ご施設名            代表者ご氏名           様                                  

 

    ご参加人数       名 

 

スマホからの申し込みはコチラ☞ 

ご参加には事前申し込みが必須です 


